基礎経済原論I　(松尾)　穴埋めノート

第8回　需要曲線の導出
所得が変化したときの最適消費点の変化

　所得Yで第1財と第2財の二財を消費する場合を考える。第1財の価格をp1、消費量をx1、第2財の価格をp2、消費量をx2とすると、予算制約式は、Y＝

　　　　　　　であった。これを変形すると、x2＝　　　　　　　　となる。これに基づいて予算線がかける。

　ここで、所得Yが増加すると、予算線の傾きは　　　、切片は　　　　するので、予算線は、　　　に　　　移動する。すると、最適消費点は下図のように変化する。

　　　　両財とも上級財の場合　　　　　　　　　　　第2財が下級財の場合



価格が変化したときの最適消費点の変化

　Yやp2が不変で、第1財の価格p1が下がった時はどうなるか。予算線の切片は　　　で、傾きは　　　　　　なるので、予算線は、切片　　　　で　　　回りにシフトする。最適消費点は次図のように変化する。



　よって、第1財の価格が下がると、通常は第1財の最適消費量は　　　する。

個別需要曲線の導出

　所得600円、第2財の価格10円のとき、第1財価格をいろいろに変えると、













個別需要曲線を　　　に足し合わせると、社会全体の需要曲線がでる。





次の図は、第１財と第２財の二財が消費される場合の、ある家計の無差別曲線である。ここから第１財の個別需要曲線を導き出せ。ただし、この家計の所得は2400円、第２財の価格は100円とする。
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第１財の価格(円)
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理解度テスト








第１財の需要量
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第２財の消費量





第１財の消費量
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